
P.12

P.13

P.14

P.15

P.12

P.13

P.14

P.15

P.16

豊後大野市

倉敷市

竹原市

早島町

長崎市

大村市

宇佐市

いっぱん質問いっぱん質問

　質問全体の内容については、会議録に掲載しています。会議録は、議会事務局、各支所、市内図書
館および嘉麻市議会ホームぺージからご覧いただけます。
　なお、一般質問はケーブルテレビのご協力により、生放送と録画放送を行っています。また、
YouTubeによる生中継と録画配信も行っています。
　スマートフォンやタブレット端末で、録画映像をご覧になりたい議員のＱＲコードを読み取ると、
「嘉麻市議会」のYouTubeサイト内へアクセスできます。ぜひご視聴ください。

You Tube

You Tube

行政視察に行ってきました

　11月11日・12日に長崎県大村市、長崎市を訪
問し、地域コミュニティーの活性化について学び
ました。大村市ではデジタルアプリを活用して、
人々や地域をつなぐ、しあわせ循環コミュニティ
事業を、長崎市では自治会加入率の減少など衰退
する地域コミュニティを立て直すための仕組みづ
くりや新たな組織の立ち上げなどを学びました。
　デジタルを入口としたコミュニティづくりと、
人を中心としたコミュニティづくりという対に
なった両市の取り組みは、本市の地域ごとに異な
る課題解決に向け、とても参考になりました。

　10月20日～22日に岡山県早島町・倉敷市、広
島県竹原市において行政視察を実施しました。早
島町では、いきいきボランティアポイント制度に
ついて、倉敷市では食育について学びました。竹
原市においては、伝統的建造物群保存地区を訪問
し、地域住民とともに取り組む活動などを学びま
した。
　それぞれの自治体が抱える課題や工夫を直接伺
うことで、本市の施策展開に活かせる多くの示唆
を得ることができました。今後の取り組みとして
積極的に反映させていただきます。

　11月17日・18日に大分県豊後大野市と宇佐市
を訪問しました。豊後大野市では生産者の高齢
化・担い手不足の解消を目指した新規就農技術者
習得施設としてインキュベーションファーム事業
を、宇佐市では地場産品をさらに加工し、販売ま
でを一貫して手掛けることで生産物の付加価値を
高めていこうとする取り組みとしての６次産業化
の推進について学びました。

佐 伯  憲 子  議員

山 本  真 之  議員

出 水  貴 之  議員

田 上  孝 樹  議 員

田 中  義 幸  議員

藤 　 伸 一  議員 畠 中  博 文  議員

豊 田  一 元  議員

紙面の都合により、いっぱん質問の内
容を680字以内でまとめています。

岩 永  利 勝  議員

●市制施行20周年×
　瀬戸康史デビュー20周年

●財政危機からの脱却
　どうする

●選挙制度

●女性、若者に選ばれる
　まちにするために

●人口減少に歯止めを

●「こどもまんなか社会」の
　実現を

●山野炭鉱爆発事故
　殉職者刻銘版の設置は

●碓井義務教育学校の
　自転車通学許可を

●市民説明会の開催は
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いっぱん質問いっぱん質問いっぱん質問いっぱん質問

質

　赤
字
再
生
団
体
へ
の

不
安
が
広
が
っ
て
お
り
、

市
内
４
地
区
の
代
表
区
長

連
名
で
説
明
会
開
催
の
要

望
書
が
提
出
さ
れ
た
。い

つ
開
催
す
る
の
か
。

市
長

　現
状
の
説
明
だ
け

で
は
市
民
に
不
安
を
与
え

る
た
め
、課
題
や
取
組
み

を
総
括
し
て
の
説
明
が
必

要
で
あ
り
、開
催
時
期
は

検
討
課
題
と
す
る
。

質

　市
民
へ
の
説
明
責
任

及
び
区
長
会
要
望
は
重
く

受
け
止
め
る
べ
き
だ
。
　

危
機
脱
却
に
向
け
た
予
算

編
成
の
ト
ッ
プ
指
示
は
。

副
市
長

　徹
底
し
た
歳
出

見
直
し
と
財
政
規
模
に
見

合
っ
た
事
業
規
模
、必
要

性
・
効
果
を
検
討
し
た
予

算
と
す
る
よ
う
指
示
し

た
。

質

　経
常
収
支
比
率
改
善

の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

課
長

　全
て
の
事
務
事
業

を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
見
直

す
予
算
の
再
検
証
と
第
５

次
行
革
実
施
計
画
で
成
果

を
着
実
に
出
し
た
い
。

質

　地
方
債
借
入
残
高
の

膨
ら
み
、返
済
に
よ
る
財

政
圧
迫
へ
の
対
策
は
。

課
長

　投
資
的
事
業
、地

方
債
発
行
額
の
抑
制
に
配

慮
す
る
。

質

　第
４
次
行
革
実
施
計

画
の
実
績
と
方
策
は
。

課
長

　令
和
６
年
度
効
果

実
績
は
、２
億
８
４
０
０

万
円
で
達
成
率
45
％
と
厳

し
い
結
果
だ
。的
確
な
事

業
実
施
で
成
果
を
出
し
て

行
く
。

質

　人
件
費
削
減
に
お
け

る
定
員
適
正
化
計
画
は
。

課
長

　類
似
団
体
と
比
べ

人
口
一
人
当
た
り
職
員
数

は
多
い
が
、財
政
状
況
や

住
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま

え
適
正
化
に
努
め
た
い
。

質

　組
織
体
制
の
ス
リ
ム

化
施
策
は
。

課
長

　令
和
９
年
４
月
か

ら
の
教
育
委
員
会
機
能
等

の
本
庁
舎
へ
の
移
転
と
連

動
さ
せ
定
員
適
正
化
計
画

に
反
映
さ
せ
る
。

質

　人
材
育
成
や
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
の
取
り
組
み
は
。

課
長

　「
メ
ン
タ
ー
制
度
」

導
入
で
メ
ン
タ
ル
不
調
の

防
止
と
若
手
の
定
着
を

図
っ
て
い
く
。

質

　財
政
危
機
脱
却
に
向

け
た
決
意
を
。

市
長

　現
状
を
的
確
に
捉

え
、公
共
サ
ー
ビ
ス
や
公

共
施
設
の
在
り
方
を
見
直

し
財
政
改
善
に
取
り
組
む
。

質

　令
和
８
年
３
月
に
市

制
施
行
20
周
年
を
迎
え
る

が
、10
周
年
の
際
に
は
記

念
式
典
や
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
に
挑
戦
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
て
い
た
。今
回

は
ど
の
よ
う
な
記
念
事
業

を
考
え
て
い
る
の
か
。

課
長
　市
制
施
行
20
周
年

は
本
市
の
歩
み
を
振
り

返
り
、未
来
へ
向
け
た
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

大
切
な
節
目
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　記
念
式
典
等
の
開
催
に

あ
た
っ
て
は
、事
業
規
模
や

実
施
内
容
に
つ
い
て
十
分

に
精
査
し
な
が
ら
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

質
　「Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｏ×

Ｋ
Ａ
Ｍ

Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
る
瀬
戸

康
史
さ
ん
も
デ
ビ
ュ
ー
20

周
年
だ
っ
た
。瀬
戸
さ
ん

は
嘉
麻
市
の
Ｐ
Ｒ
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
、こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
掛
け
合
わ

せ
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
的
な
式
典
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

課
長

　瀬
戸
さ
ん
の
影
響

力
や
若
年
層
を
中
心
と
し

た
幅
広
い
層
へ
の
情
報
発

信
力
を
活
か
す
こ
と
を
考

え
る
と
、市
制
施
行
20
周

年
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
は
魅
力
発
信
と
い
う

観
点
か
ら
非
常
に
効
果

が
高
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

　一
方
で
財
政
的
に
多
額

の
経
費
を
伴
う
取
り
組
み

は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ

と
や
、４
月
の
市
長
選
挙

の
実
施
を
控
え
て
い
る
た

め
、連
携
の
具
体
的
な
内

容
や
規
模
に
つ
い
て
現
時

点
で
確
定
的
に
答
え
る
こ

と
は
適
切
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

質
　副
市
長
の
考
え
は
。

副
市
長
　市
制
施
行
20
周

年
と
瀬
戸
さ
ん
デ
ビ
ュ
ー

20
周
年
と
い
う
節
目
を
重

ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、よ
り
大
き
な
相
乗
効

果
が
期
待
で
き
る
も
の

と
考
え
る
が
、具
体
的
な

実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、

費
用
対
効
果
や
財
政
状

況
を
踏
ま
え
検
討
し
て

い
く
。

※

他
に「
エ
ン
タ
メ
要
素

を
導
入
し
た
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
」「
教
職
員
の
モ
ラ

ル
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
取

り
組
み
」を
質
問

市制施行20周年に
向けた取り組みは
事業規模や内容を
精査し検討

問

答

予算編成のトップ指示は

事業規模や必要性、効果を
検討した予算要求を指示

問

答

山野炭鉱爆発事故殉職者
刻銘版の設置は

記念碑の裏側に設置可能

問

答

山本　真之　議員山本　真之　議員

質

　稲
築
町
制
40
周
年
記

念
公
園
内
に
あ
る
慰
霊
碑

の
殉
職
者
刻
銘
版
の
設
置

に
つ
い
て
、進
捗
状
況
は
。

課
長

　記
念
碑
の
裏
側
に

２
３
７
名
の
氏
名
を
ス
テ

ン
レ
ス
版
や
ボ
ー
ド
に
印

字
し
、ボ
ル
ト
止
め
す
る

こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か

と
判
断
し
て
い
る
。

質

　刻
銘
版
は
い
つ
ご
ろ

設
置
可
能
か
。

課
長

　土
木
課
と
協
議
を

続
け
て
い
く
が
、現
時
点

で
、時
期
は
未
定
で
あ
る
。

要
望

　来
年
６
月
１
日
の

61
回
忌
ま
で
に
設
置
を
お

願
い
し
た
い
。

廃
校
施
設
に
つ
い
て

質

　近
年
、夏
の
時
期
に

は
、猛
暑
の
中
、日
陰
を

探
し
な
が
ら
犬
の
散
歩
を

し
て
い
る
方
を
多
く
見
か

け
る
。廃
校
の
利
活
用
と

し
て
、教
室
や
運
動
場
な

ど
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
、自
由
に
犬
が
走
り

回
れ
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど

ペ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

環
境
づ
く
り
の
考
え
は
。

課
長

　民
間
事
業
者
等
に

お
い
て
廃
校
舎
の
一
部
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

実
施
さ
れ
て
い
る
事
例
も

あ
る
。廃
校
舎
利
活
用
の

所
管
は
複
数
の
課
に
分
か

れ
て
お
り
、企
業
誘
致
、

宅
地
分
譲
な
ど
多
様
な
選

択
肢
の
中
で
地
域
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
く
。

質

　嘉
麻
市
の
犬
の
登
録

数
は
１
５
６
１
頭
、猫
は

そ
れ
以
上
で
あ
る
。高
齢

化
や
核
家
族
化
に
伴
い
、

「
癒
し
、安
ら
ぎ
、潤
い
」

と
い
っ
た
心
理
的
な
要
因

か
ら
ペ
ッ
ト
を
飼
い
、家

族
の
一
員
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
中
で
、全
国
的

に
ペ
ッ
ト
関
連
市
場
は
拡

大
し
て
い
る
。国
の
補
助

金
等
を
活
用
し
た
取
り
組

み
は
。

課
長

　市
の
施
設
と
し
て

は
、事
業
の
内
容
や
規
模

に
よ
り
、地
方
再
生
関
係

の
補
助
制
度
や
過
疎
債
な

ど
の
利
活
用
が
あ
る
。民

間
事
業
者
が
主
体
と
な
っ

た
ド
ッ
グ
ラ
ン
事
業
等
に

対
し
て
、産
業
振
興
の
観

点
で
の
中
小
企
業
庁
の
新

事
業
進
出
補
助
制
度
も
あ

る
。

要
望

　調
査
研
究
を
お
願

い
し
た
い
。

　
　

質

　毎
年
11
月
は
、政
府

が
定
め
る
児
童
虐
待
防
止

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
期

間
と
し
て
い
る
。本
市
で

も
20
日
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
た
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。本
市
の
児
童
虐

待
の
相
談
件
数
の
推
移

は
。

課
長

　令
和
４
年
度
が
１

０
９
件
、５
年
度
が
88
件
、

６
年
度
が
１
０
９
件
と

な
っ
て
い
る
。

質

　児
童
虐
待
の
背
景
と

し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
の
か
。

課
長

　主
な
も
の
は
、自

身
が
暴
力
を
受
け
て
育
ち

同
様
の
育
て
方
を
し
て
い

る
こ
と
や
育
児
疲
れ
か
ら

の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
も

の
、極
端
に
不
衛
生
な
ど

育
児
環
境
が
整
っ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

質

　学
校
で
の
、虐
待
防

止
、早
期
発
見
な
ど
の
取

り
組
み
は
。

課
長

　日
々
の
細
か
な
気

づ
き
の
徹
底
、校
内
の
迅

速
な
情
報
共
有
、関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。ま
た
、虐
待

が
疑
わ
れ
る
段
階
か
ら
児

童
相
談
所
等
へ
つ
な
が
る

体
制
を
整
え
て
い
る
。

質

　嘉
麻
市
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
、年
度
替
わ

り
の
５
月
に
も
児
童
虐
待

防
止
期
間
を
も
う
け
て
は

ど
う
か
。

課
長

　生
活
環
境
が
変
わ

る
節
目
と
い
う
と
こ
ろ
で

関
心
と
理
解
を
得
る
た
め

に
有
効
と
思
わ
れ
る
。調

査
研
究
を
し
て
い
き
た

い
。

質

　ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

は
、家
族
の
介
護
そ
の
他

の
日
常
生
活
上
の
世
話
を

過
度
に
行
っ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
子
ど
も
・
若
者

と
定
義
し
て
い
る
。本
市

で
は
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
確
実
な
支
援
の
環
境
整

備
を
進
め
て
い
る
の
か
。

課
長

　正
し
く
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
周
知
啓
発

を
行
う
と
と
も
に
、相
談

先
と
し
て
、24
時
間
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
相
談
窓

口
を
知
ら
せ
て
い
る
。

質

　市
長
の
見
解
は
。

市
長

　全
て
の
子
ど
も
が

夢
や
希
望
を
持
ち
、自
立

し
た
大
人
に
な
れ
る
よ
う

支
援
に
繋
げ
て
い
く
。

※

他
に
、後
見
人
制
度
を

質
問

子どもの未来を守る支援を

全ての子どもが夢や希望を
持てるよう支援していく

問

答

豊田　一元　議員豊田　一元　議員岩永　利勝　議員岩永　利勝　議員田上　孝樹　議員田上　孝樹　議員
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いっぱん質問いっぱん質問いっぱん質問いっぱん質問

質

　赤
字
再
生
団
体
へ
の

不
安
が
広
が
っ
て
お
り
、

市
内
４
地
区
の
代
表
区
長

連
名
で
説
明
会
開
催
の
要

望
書
が
提
出
さ
れ
た
。い

つ
開
催
す
る
の
か
。

市
長

　現
状
の
説
明
だ
け

で
は
市
民
に
不
安
を
与
え

る
た
め
、課
題
や
取
組
み

を
総
括
し
て
の
説
明
が
必

要
で
あ
り
、開
催
時
期
は

検
討
課
題
と
す
る
。

質

　市
民
へ
の
説
明
責
任

及
び
区
長
会
要
望
は
重
く

受
け
止
め
る
べ
き
だ
。
　

危
機
脱
却
に
向
け
た
予
算

編
成
の
ト
ッ
プ
指
示
は
。

副
市
長

　徹
底
し
た
歳
出

見
直
し
と
財
政
規
模
に
見

合
っ
た
事
業
規
模
、必
要

性
・
効
果
を
検
討
し
た
予

算
と
す
る
よ
う
指
示
し

た
。

質

　経
常
収
支
比
率
改
善

の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

課
長

　全
て
の
事
務
事
業

を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
見
直

す
予
算
の
再
検
証
と
第
５

次
行
革
実
施
計
画
で
成
果

を
着
実
に
出
し
た
い
。

質

　地
方
債
借
入
残
高
の

膨
ら
み
、返
済
に
よ
る
財

政
圧
迫
へ
の
対
策
は
。

課
長

　投
資
的
事
業
、地

方
債
発
行
額
の
抑
制
に
配

慮
す
る
。

質

　第
４
次
行
革
実
施
計

画
の
実
績
と
方
策
は
。

課
長

　令
和
６
年
度
効
果

実
績
は
、２
億
８
４
０
０

万
円
で
達
成
率
45
％
と
厳

し
い
結
果
だ
。的
確
な
事

業
実
施
で
成
果
を
出
し
て

行
く
。

質

　人
件
費
削
減
に
お
け

る
定
員
適
正
化
計
画
は
。

課
長

　類
似
団
体
と
比
べ

人
口
一
人
当
た
り
職
員
数

は
多
い
が
、財
政
状
況
や

住
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま

え
適
正
化
に
努
め
た
い
。

質

　組
織
体
制
の
ス
リ
ム

化
施
策
は
。

課
長

　令
和
９
年
４
月
か

ら
の
教
育
委
員
会
機
能
等

の
本
庁
舎
へ
の
移
転
と
連

動
さ
せ
定
員
適
正
化
計
画

に
反
映
さ
せ
る
。

質

　人
材
育
成
や
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
の
取
り
組
み
は
。

課
長

　「
メ
ン
タ
ー
制
度
」

導
入
で
メ
ン
タ
ル
不
調
の

防
止
と
若
手
の
定
着
を

図
っ
て
い
く
。

質

　財
政
危
機
脱
却
に
向

け
た
決
意
を
。

市
長

　現
状
を
的
確
に
捉

え
、公
共
サ
ー
ビ
ス
や
公

共
施
設
の
在
り
方
を
見
直

し
財
政
改
善
に
取
り
組
む
。

質

　令
和
８
年
３
月
に
市

制
施
行
20
周
年
を
迎
え
る

が
、10
周
年
の
際
に
は
記

念
式
典
や
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
に
挑
戦
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
て
い
た
。今
回

は
ど
の
よ
う
な
記
念
事
業

を
考
え
て
い
る
の
か
。

課
長
　市
制
施
行
20
周
年

は
本
市
の
歩
み
を
振
り

返
り
、未
来
へ
向
け
た
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

大
切
な
節
目
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　記
念
式
典
等
の
開
催
に

あ
た
っ
て
は
、事
業
規
模
や

実
施
内
容
に
つ
い
て
十
分

に
精
査
し
な
が
ら
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

質
　「Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｏ×

Ｋ
Ａ
Ｍ

Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
る
瀬
戸

康
史
さ
ん
も
デ
ビ
ュ
ー
20

周
年
だ
っ
た
。瀬
戸
さ
ん

は
嘉
麻
市
の
Ｐ
Ｒ
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
、こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
掛
け
合
わ

せ
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
的
な
式
典
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

課
長

　瀬
戸
さ
ん
の
影
響

力
や
若
年
層
を
中
心
と
し

た
幅
広
い
層
へ
の
情
報
発

信
力
を
活
か
す
こ
と
を
考

え
る
と
、市
制
施
行
20
周

年
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
は
魅
力
発
信
と
い
う

観
点
か
ら
非
常
に
効
果

が
高
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

　一
方
で
財
政
的
に
多
額

の
経
費
を
伴
う
取
り
組
み

は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ

と
や
、４
月
の
市
長
選
挙

の
実
施
を
控
え
て
い
る
た

め
、連
携
の
具
体
的
な
内

容
や
規
模
に
つ
い
て
現
時

点
で
確
定
的
に
答
え
る
こ

と
は
適
切
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

質
　副
市
長
の
考
え
は
。

副
市
長
　市
制
施
行
20
周

年
と
瀬
戸
さ
ん
デ
ビ
ュ
ー

20
周
年
と
い
う
節
目
を
重

ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、よ
り
大
き
な
相
乗
効

果
が
期
待
で
き
る
も
の

と
考
え
る
が
、具
体
的
な

実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、

費
用
対
効
果
や
財
政
状

況
を
踏
ま
え
検
討
し
て

い
く
。

※

他
に「
エ
ン
タ
メ
要
素

を
導
入
し
た
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
」「
教
職
員
の
モ
ラ

ル
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
取

り
組
み
」を
質
問

市制施行20周年に
向けた取り組みは
事業規模や内容を
精査し検討

問

答

予算編成のトップ指示は

事業規模や必要性、効果を
検討した予算要求を指示

問

答

山野炭鉱爆発事故殉職者
刻銘版の設置は

記念碑の裏側に設置可能

問

答

山本　真之　議員山本　真之　議員

質

　稲
築
町
制
40
周
年
記

念
公
園
内
に
あ
る
慰
霊
碑

の
殉
職
者
刻
銘
版
の
設
置

に
つ
い
て
、進
捗
状
況
は
。

課
長

　記
念
碑
の
裏
側
に

２
３
７
名
の
氏
名
を
ス
テ

ン
レ
ス
版
や
ボ
ー
ド
に
印

字
し
、ボ
ル
ト
止
め
す
る

こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か

と
判
断
し
て
い
る
。

質

　刻
銘
版
は
い
つ
ご
ろ

設
置
可
能
か
。

課
長

　土
木
課
と
協
議
を

続
け
て
い
く
が
、現
時
点

で
、時
期
は
未
定
で
あ
る
。

要
望

　来
年
６
月
１
日
の

61
回
忌
ま
で
に
設
置
を
お

願
い
し
た
い
。

廃
校
施
設
に
つ
い
て

質

　近
年
、夏
の
時
期
に

は
、猛
暑
の
中
、日
陰
を

探
し
な
が
ら
犬
の
散
歩
を

し
て
い
る
方
を
多
く
見
か

け
る
。廃
校
の
利
活
用
と

し
て
、教
室
や
運
動
場
な

ど
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
、自
由
に
犬
が
走
り

回
れ
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど

ペ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

環
境
づ
く
り
の
考
え
は
。

課
長

　民
間
事
業
者
等
に

お
い
て
廃
校
舎
の
一
部
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

実
施
さ
れ
て
い
る
事
例
も

あ
る
。廃
校
舎
利
活
用
の

所
管
は
複
数
の
課
に
分
か

れ
て
お
り
、企
業
誘
致
、

宅
地
分
譲
な
ど
多
様
な
選

択
肢
の
中
で
地
域
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
く
。

質

　嘉
麻
市
の
犬
の
登
録

数
は
１
５
６
１
頭
、猫
は

そ
れ
以
上
で
あ
る
。高
齢

化
や
核
家
族
化
に
伴
い
、

「
癒
し
、安
ら
ぎ
、潤
い
」

と
い
っ
た
心
理
的
な
要
因

か
ら
ペ
ッ
ト
を
飼
い
、家

族
の
一
員
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
中
で
、全
国
的

に
ペ
ッ
ト
関
連
市
場
は
拡

大
し
て
い
る
。国
の
補
助

金
等
を
活
用
し
た
取
り
組

み
は
。

課
長

　市
の
施
設
と
し
て

は
、事
業
の
内
容
や
規
模

に
よ
り
、地
方
再
生
関
係

の
補
助
制
度
や
過
疎
債
な

ど
の
利
活
用
が
あ
る
。民

間
事
業
者
が
主
体
と
な
っ

た
ド
ッ
グ
ラ
ン
事
業
等
に

対
し
て
、産
業
振
興
の
観

点
で
の
中
小
企
業
庁
の
新

事
業
進
出
補
助
制
度
も
あ

る
。

要
望

　調
査
研
究
を
お
願

い
し
た
い
。

　
　

質

　毎
年
11
月
は
、政
府

が
定
め
る
児
童
虐
待
防
止

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
期

間
と
し
て
い
る
。本
市
で

も
20
日
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
た
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。本
市
の
児
童
虐

待
の
相
談
件
数
の
推
移

は
。

課
長

　令
和
４
年
度
が
１

０
９
件
、５
年
度
が
88
件
、

６
年
度
が
１
０
９
件
と

な
っ
て
い
る
。

質

　児
童
虐
待
の
背
景
と

し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
の
か
。

課
長

　主
な
も
の
は
、自

身
が
暴
力
を
受
け
て
育
ち

同
様
の
育
て
方
を
し
て
い

る
こ
と
や
育
児
疲
れ
か
ら

の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
も

の
、極
端
に
不
衛
生
な
ど

育
児
環
境
が
整
っ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

質

　学
校
で
の
、虐
待
防

止
、早
期
発
見
な
ど
の
取

り
組
み
は
。

課
長

　日
々
の
細
か
な
気

づ
き
の
徹
底
、校
内
の
迅

速
な
情
報
共
有
、関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。ま
た
、虐
待

が
疑
わ
れ
る
段
階
か
ら
児

童
相
談
所
等
へ
つ
な
が
る

体
制
を
整
え
て
い
る
。

質

　嘉
麻
市
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
、年
度
替
わ

り
の
５
月
に
も
児
童
虐
待

防
止
期
間
を
も
う
け
て
は

ど
う
か
。

課
長

　生
活
環
境
が
変
わ

る
節
目
と
い
う
と
こ
ろ
で

関
心
と
理
解
を
得
る
た
め

に
有
効
と
思
わ
れ
る
。調

査
研
究
を
し
て
い
き
た

い
。

質

　ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

は
、家
族
の
介
護
そ
の
他

の
日
常
生
活
上
の
世
話
を

過
度
に
行
っ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
子
ど
も
・
若
者

と
定
義
し
て
い
る
。本
市

で
は
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
確
実
な
支
援
の
環
境
整

備
を
進
め
て
い
る
の
か
。

課
長

　正
し
く
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
周
知
啓
発

を
行
う
と
と
も
に
、相
談

先
と
し
て
、24
時
間
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
相
談
窓

口
を
知
ら
せ
て
い
る
。

質

　市
長
の
見
解
は
。

市
長

　全
て
の
子
ど
も
が

夢
や
希
望
を
持
ち
、自
立

し
た
大
人
に
な
れ
る
よ
う

支
援
に
繋
げ
て
い
く
。

※

他
に
、後
見
人
制
度
を

質
問

子どもの未来を守る支援を

全ての子どもが夢や希望を
持てるよう支援していく

問

答

豊田　一元　議員豊田　一元　議員岩永　利勝　議員岩永　利勝　議員田上　孝樹　議員田上　孝樹　議員
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いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

畠中　博文　議員畠中　博文　議員

質

　義
務
教
育
学
校
に
お

け
る
自
転
車
通
学
許
可
の

現
状
は
。

課
長

　碓
井
義
務
教
育
学

校
は
、土
日
の
部
活
動
生

徒
は
許
可
し
て
い
る
。稲

築
東
義
務
教
育
学
校
は
通

学
距
離
が
２
キ
ロ
以
上
の

生
徒
は
ほ
と
ん
ど
お
ら

ず
、学
校
前
の
交
通
量
の

多
さ
や
保
護
者
か
ら
の
要

望
も
な
い
こ
と
か
ら
許
可

し
て
い
な
い
。

質

　碓
井
義
務
教
育
学
校

の
部
活
動
生
徒
は
祭
日
や

春
休
み
・
夏
休
み
等
の
平

日
は
、自
転
車
通
学
を
許

可
し
て
い
な
い
の
か
。

課
長

　祭
日
も
含
め
部
活

が
あ
る
と
き
は
許
可
し
て

い
る
。

質

　碓
井
義
務
教
育
学
校

の
自
転
車
通
学
に
関
す
る

進
捗
状
況
は
。

課
長

　一
部
の
保
護
者
か

ら
の
要
望
を
受
け
、今
年
７

月
に
自
転
車
通
学
に
関
す

る
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

を
全
家
庭
に
行
な
っ
た
。回

答
さ
れ
た
保
護
者
の
約

55
％
か
ら
、学
校
ま
で
の
距

離
が
遠
い
こ
と
や
送
迎
の

負
担
解
消
、登
下
校
の
時
間

短
縮
な
ど
の
理
由
で
、「
７

〜
９
年
生
全
員
を
対
象
に

許
可
し
て
ほ
し
い
」と
い
う

回
答
が
あ
っ
た
。

　ま
た
、約
34
％
の
保
護
者

は「
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
」

と
回
答
が
あ
っ
た
。

　こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も

と
に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
・

学
校
運
営
協
議
会
が
し
っ

か
り
合
意
形
成
を
図
り
、

自
転
車
通
学
の
判
断
を
行

う
。学
校
教
育
課
と
し
て

も
合
意
形
成
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
を
し

て
い
く
。

質

　牛
隈
小
学
校
の
通
学

路
で「
嘉
穂
板
金
近
く
」が

毎
年
危
険
個
所
に
あ
が
っ

て
い
る
。用
地
買
収
に
つ

い
て
も
、福
岡
県
飯
塚
県

土
整
備
事
務
所
や
土
木
課

も
含
め
積
極
的
に
動
い
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。道

幅
が
広
く
な
る
ま
で
、安

全
な
迂
回
路
を
通
学
路
に

指
定
し
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
長

　子
ど
も
た
ち
が

安
全
に
、そ
し
て
安
心
し

て
登
下
校
で
き
る
こ
と
を

第
一
に
考
え
、条
件
整
備
を

し
て
い
く
。

　今
後
も
し
っ
か
り
と
し

た
点
検
、情
報
共
有
を
行

い
、安
全
確
保
に
努
め
て

い
く
。

質

　進
学
や
就
職
で
一
旦

市
外
に
転
出
し
た
若
者
、

特
に
女
性
が
帰
っ
て
こ
な

い
原
因
分
析
が
わ
か
れ
ば
。

課
長

　令
和
７
年
３
月
策

定
の
人
口
減
少
対
策「
嘉

麻
市
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

構
想
総
合
戦
略
」に
よ
る

と
、若
い
世
代
、特
に
子
育

て
世
代
の
転
出
超
過
が
大

き
い
。原
因
の
一
つ
に
、他

市
町
へ
進
学
や
就
職
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
転
出
が

多
く
、雇
用
問
題
や
高
等

教
育
機
関
等
に
課
題
が
あ

る
と
思
う
。ま
た
若
者
が

帰
っ
て
こ
な
い
、入
っ
て

こ
な
い
要
因
は
、「
経
済
的
、

文
化
的
」魅
力
に
乏
し
い

こ
と
に
加
え
、
女
性
に

と
っ
て
、プ
ラ
ス
し
て「
根

強
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
」が
存
在
す
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

質

　そ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
に
関
す
る
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。
　

課
長

　「
嘉
麻
市
総
合
戦

略
」で
は
、①
安
定
し
た
雇

用
②
若
者
の
転
入
促
進
、

転
出
抑
制
③
結
婚
、出
産
、

子
育
て
の
阻
害
要
因
の
解

消
④
人
口
減
少
に
対
応
し

た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
掲
げ
て
い
る
。特
に

③
の
取
り
組
み
内
容
は
、

意
思
決
定
層
に
占
め
る
女

性
の
割
合
を
増
や
す
こ
と

や
固
定
的
な
役
割
分
担
を

前
提
と
し
た
仕
組
み
や
慣

習
が
見
直
さ
れ
、お
互
い

を
尊
重
し
支
え
合
い
な
が

ら
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指

し
、職
場
、家
庭
、地
域
、

学
校
等
を
含
め
た
ま
ち
全

体
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
。こ
の
取

り
組
み
を
重
ね
、若
い
女

性
か
ら
住
み
た
い
と
思
わ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
　
　

質

　若
者
、特
に
若
い
女

性
に
と
っ
て
嘉
麻
に
暮
ら

す
価
値（
魅
力
）の
創
造
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

課
長

　都
市
に
な
い
独
自

の
地
域
資
源
の
強
み
を
掛

け
合
わ
せ
て
安
心
し
て
働

き
、豊
か
な
環
境
の
中
で

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
な

地
域
づ
く
り
が
で
き
れ
ば

突
き
抜
け
た
価
値（
魅
力
）

の
創
造
に
つ
な
が
る
。

※
他
に
ふ
く
お
か
県
央
環

境
広
域
施
設
組
合
議
会
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

積
極
的
な
配
置
を
質
問
。

質

　市
長
は「
第
３
次
総

合
計
画
、第
５
次
行
政
改

革
実
施
計
画
そ
し
て
個
別

施
設
見
直
し
計
画
が
で
き

て
か
ら
説
明
会
を
行
う
」

旨
回
答
し
た
。個
別
施
設

見
直
し
計
画
は
い
つ
で
き

る
。

課
長

　26
年
度
の
早
期
に

策
定
し
た
い
。

質

　こ
の
こ
と
も
あ
り
市

長
は
、今
任
期
中
に
説
明

会
は
で
き
な
い
と
言
っ
た
。

選
挙
後
、再
選
さ
れ
た
ら

す
る
の
か
。

市
長

　そ
の
通
り
だ
。

質

　選
挙
に
な
れ
ば
勝
敗

は
分
か
ら
な
い
。不
確
実

の
こ
と
を
想
定
し
て
、無

責
任
で
は
な
い
の
か
。

市
長

　確
か
に
そ
の
通
り

で
、言
葉
足
ら
ず
だ
っ
た
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策

質

　ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対

策
と
し
て
の
、石
灰
窒
素

は
使
用
方
法
が
難
し
い
。

農
業
改
良
普
及
所
は
、寒

が
強
い
時
期
に
耕
運
す
る

こ
と
、田
植
え
後
の
浅
水

管
理
を
推
奨
し
て
い
る
が
。

課
長

　ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

は
、ダ
ン
ボ
ー
ル
を
好
む
。

こ
れ
を
水
田
に
設
置
し
て

捕
獲
す
る
方
法
な
ど
が
出

て
き
て
い
る
。県
・
Ｊ
Ａ
等

と
研
究
し
、地
域
に
応
じ

た
対
策
を
考
え
た
い
。

土
木
行
政

質

　鉄
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
重

機
で
除
草
し
、橋
り
ょ
う

と
市
道
が
損
傷
し
て
い
る
。

損
害
賠
償
請
求
は
。

技
監

　県
に
補
修
を
し
て

も
ら
っ
た
。

質

　漆
生
東
の
市
道
だ
が
、

雑
木
が
生
い
茂
り
、路
肩

側
が
通
行
で
き
な
い
。対

応
は
ど
う
す
る
。

技
監

　地
元
か
ら
要
望
が

出
て
い
る
。職
員
で
木
を

伐
採
し
た
。

防
災
行
政

質

　鴨
生
駅
公
園
横
の
東

屋
に
設
置
し
て
い
る
防
犯

灯
は
、深
夜
消
灯
し
て
い

る
。問
題
で
は
。

技
監

　公
園
内
の
街
灯
は
、

23
時
に
消
灯
し
て
い
る
。

地
元
か
ら
常
時
点
灯
の
要

望
が
あ
っ
た
の
で
、警
察

に
深
夜
巡
回
を
依
頼
し
た
。

質

　漆
生
橋
か
ら
黒
田
方

面
へ
道
路
を
拡
張
し
、歩

道
が
新
設
さ
れ
た
。こ
こ

に
は
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
が
。

課
長

　行
政
区
か
ら
要
請

が
あ
り
、今
後
協
議
す
る
。

特に若い女性が
戻ってこない要因は
根強いジェンダーギャップ
が存在するのではないか

問

答

投票日当日の投票時間の
２時間繰り上げは 

検討していく

問

答

自転車通学の
アンケート結果は

約55％の賛成要望があった

問

答

田中　義幸　議員田中　義幸　議員
選挙後説明会をするのか 

その通りだ

問

答

藤　伸一　議員藤　伸一　議員佐伯　憲子　議員佐伯　憲子　議員

質

　投
票
日
当
日
の
投
票

時
間
設
定
の
権
限
は
。

課
長

　市
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
の
権
限
で
あ

る
。

質

　投
票
時
間
の
繰
り
上

げ
を
実
施
し
て
い
る
県
内

の
自
治
体
は
。
　
　

課
長
　福
岡
市
・
北
九
州

市
の
２
区
と
４
市
10
町
２

村
の
計
18
市
区
町
村
で
実

施
し
て
い
る
。

質

　投
票
時
間
を
２
時
間

繰
り
上
げ
た
場
合
の
削
減

効
果
と
開
票
事
務
に
従
事

し
た
職
員
等
へ
の
効
果
は
。

課
長

　約
80
万
円
の
削
減

は
可
能
で
、職
員
の
翌
日

勤
務
に
お
け
る
疲
労
の
軽

減
に
も
つ
な
が
る
。

質

　①
令
和
７
年
７
月
20

日
の
参
議
院
選
挙
で
は
、

期
日
前
投
票
の
割
合
が

54
・
65
％
と
、年
々
増
加

し
て
い
る
。②
投
票
日
当

日
の
18
時
以
降
の
投
票
率

が
減
少
し
て
い
る
。③
市

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

の
権
限
で
繰
り
上
げ
す
る

こ
と
が
で
き
る
。以
上
３

つ
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、

経
費
の
削
減
や
投
票
事
務

に
従
事
す
る
職
員
の
負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
、投
票

日
の
投
票
時
間
の
２
時
間

繰
り
上
げ
を
実
施
し
て
も

ら
い
た
い
。

課
長

　県
内
自
治
体
の
動

向
な
ど
も
注
視
し
な
が

ら
、検
討
し
て
い
く
。

意
見

　あ
ら
ゆ
る
選
挙

は
、民
主
主
義
の
根
幹
で

あ
り
、将
来
的
に
投
票
率

低
下
を
ど
の
よ
う
に
抑
え

る
か
、ま
た
、投
票
管
理

に
要
す
る
負
担
や
コ
ス
ト

と
効
率
の
観
点
か
ら
も
、

時
間
の
短
縮
を
実
施
す
る

う
え
で
、市
民
の
意
向
調

査
の
実
施
を
要
望
す
る
。

※

他
に
児
童
虐
待
防
止
・

有
害
鳥
獣
対
策
・
電
子
投

票
の
導
入
を
質
問

※ジェンダーギャップとは、社会的・文化的につくられた格差
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いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

畠中　博文　議員畠中　博文　議員

質

　義
務
教
育
学
校
に
お

け
る
自
転
車
通
学
許
可
の

現
状
は
。

課
長

　碓
井
義
務
教
育
学

校
は
、土
日
の
部
活
動
生

徒
は
許
可
し
て
い
る
。稲

築
東
義
務
教
育
学
校
は
通

学
距
離
が
２
キ
ロ
以
上
の

生
徒
は
ほ
と
ん
ど
お
ら

ず
、学
校
前
の
交
通
量
の

多
さ
や
保
護
者
か
ら
の
要

望
も
な
い
こ
と
か
ら
許
可

し
て
い
な
い
。

質

　碓
井
義
務
教
育
学
校

の
部
活
動
生
徒
は
祭
日
や

春
休
み
・
夏
休
み
等
の
平

日
は
、自
転
車
通
学
を
許

可
し
て
い
な
い
の
か
。

課
長

　祭
日
も
含
め
部
活

が
あ
る
と
き
は
許
可
し
て

い
る
。

質

　碓
井
義
務
教
育
学
校

の
自
転
車
通
学
に
関
す
る

進
捗
状
況
は
。

課
長

　一
部
の
保
護
者
か

ら
の
要
望
を
受
け
、今
年
７

月
に
自
転
車
通
学
に
関
す

る
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

を
全
家
庭
に
行
な
っ
た
。回

答
さ
れ
た
保
護
者
の
約

55
％
か
ら
、学
校
ま
で
の
距

離
が
遠
い
こ
と
や
送
迎
の

負
担
解
消
、登
下
校
の
時
間

短
縮
な
ど
の
理
由
で
、「
７

〜
９
年
生
全
員
を
対
象
に

許
可
し
て
ほ
し
い
」と
い
う

回
答
が
あ
っ
た
。

　ま
た
、約
34
％
の
保
護
者

は「
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
」

と
回
答
が
あ
っ
た
。

　こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も

と
に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
・

学
校
運
営
協
議
会
が
し
っ

か
り
合
意
形
成
を
図
り
、

自
転
車
通
学
の
判
断
を
行

う
。学
校
教
育
課
と
し
て

も
合
意
形
成
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
を
し

て
い
く
。

質

　牛
隈
小
学
校
の
通
学

路
で「
嘉
穂
板
金
近
く
」が

毎
年
危
険
個
所
に
あ
が
っ

て
い
る
。用
地
買
収
に
つ

い
て
も
、福
岡
県
飯
塚
県

土
整
備
事
務
所
や
土
木
課

も
含
め
積
極
的
に
動
い
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。道

幅
が
広
く
な
る
ま
で
、安

全
な
迂
回
路
を
通
学
路
に

指
定
し
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
長

　子
ど
も
た
ち
が

安
全
に
、そ
し
て
安
心
し

て
登
下
校
で
き
る
こ
と
を

第
一
に
考
え
、条
件
整
備
を

し
て
い
く
。

　今
後
も
し
っ
か
り
と
し

た
点
検
、情
報
共
有
を
行

い
、安
全
確
保
に
努
め
て

い
く
。

質

　進
学
や
就
職
で
一
旦

市
外
に
転
出
し
た
若
者
、

特
に
女
性
が
帰
っ
て
こ
な

い
原
因
分
析
が
わ
か
れ
ば
。

課
長

　令
和
７
年
３
月
策

定
の
人
口
減
少
対
策「
嘉

麻
市
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

構
想
総
合
戦
略
」に
よ
る

と
、若
い
世
代
、特
に
子
育

て
世
代
の
転
出
超
過
が
大

き
い
。原
因
の
一
つ
に
、他

市
町
へ
進
学
や
就
職
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
転
出
が

多
く
、雇
用
問
題
や
高
等

教
育
機
関
等
に
課
題
が
あ

る
と
思
う
。ま
た
若
者
が

帰
っ
て
こ
な
い
、入
っ
て

こ
な
い
要
因
は
、「
経
済
的
、

文
化
的
」魅
力
に
乏
し
い

こ
と
に
加
え
、
女
性
に

と
っ
て
、プ
ラ
ス
し
て「
根

強
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
」が
存
在
す
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

質

　そ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
に
関
す
る
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。
　

課
長

　「
嘉
麻
市
総
合
戦

略
」で
は
、①
安
定
し
た
雇

用
②
若
者
の
転
入
促
進
、

転
出
抑
制
③
結
婚
、出
産
、

子
育
て
の
阻
害
要
因
の
解

消
④
人
口
減
少
に
対
応
し

た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
掲
げ
て
い
る
。特
に

③
の
取
り
組
み
内
容
は
、

意
思
決
定
層
に
占
め
る
女

性
の
割
合
を
増
や
す
こ
と

や
固
定
的
な
役
割
分
担
を

前
提
と
し
た
仕
組
み
や
慣

習
が
見
直
さ
れ
、お
互
い

を
尊
重
し
支
え
合
い
な
が

ら
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指

し
、職
場
、家
庭
、地
域
、

学
校
等
を
含
め
た
ま
ち
全

体
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
。こ
の
取

り
組
み
を
重
ね
、若
い
女

性
か
ら
住
み
た
い
と
思
わ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
　
　

質

　若
者
、特
に
若
い
女

性
に
と
っ
て
嘉
麻
に
暮
ら

す
価
値（
魅
力
）の
創
造
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

課
長

　都
市
に
な
い
独
自

の
地
域
資
源
の
強
み
を
掛

け
合
わ
せ
て
安
心
し
て
働

き
、豊
か
な
環
境
の
中
で

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
な

地
域
づ
く
り
が
で
き
れ
ば

突
き
抜
け
た
価
値（
魅
力
）

の
創
造
に
つ
な
が
る
。

※

他
に
ふ
く
お
か
県
央
環

境
広
域
施
設
組
合
議
会
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

積
極
的
な
配
置
を
質
問
。

質

　市
長
は「
第
３
次
総

合
計
画
、第
５
次
行
政
改

革
実
施
計
画
そ
し
て
個
別

施
設
見
直
し
計
画
が
で
き

て
か
ら
説
明
会
を
行
う
」

旨
回
答
し
た
。個
別
施
設

見
直
し
計
画
は
い
つ
で
き

る
。

課
長

　26
年
度
の
早
期
に

策
定
し
た
い
。

質

　こ
の
こ
と
も
あ
り
市

長
は
、今
任
期
中
に
説
明

会
は
で
き
な
い
と
言
っ
た
。

選
挙
後
、再
選
さ
れ
た
ら

す
る
の
か
。

市
長

　そ
の
通
り
だ
。

質

　選
挙
に
な
れ
ば
勝
敗

は
分
か
ら
な
い
。不
確
実

の
こ
と
を
想
定
し
て
、無

責
任
で
は
な
い
の
か
。

市
長

　確
か
に
そ
の
通
り

で
、言
葉
足
ら
ず
だ
っ
た
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策

質

　ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対

策
と
し
て
の
、石
灰
窒
素

は
使
用
方
法
が
難
し
い
。

農
業
改
良
普
及
所
は
、寒

が
強
い
時
期
に
耕
運
す
る

こ
と
、田
植
え
後
の
浅
水

管
理
を
推
奨
し
て
い
る
が
。

課
長

　ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

は
、ダ
ン
ボ
ー
ル
を
好
む
。

こ
れ
を
水
田
に
設
置
し
て

捕
獲
す
る
方
法
な
ど
が
出

て
き
て
い
る
。県
・
Ｊ
Ａ
等

と
研
究
し
、地
域
に
応
じ

た
対
策
を
考
え
た
い
。

土
木
行
政

質

　鉄
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
重

機
で
除
草
し
、橋
り
ょ
う

と
市
道
が
損
傷
し
て
い
る
。

損
害
賠
償
請
求
は
。

技
監

　県
に
補
修
を
し
て

も
ら
っ
た
。

質

　漆
生
東
の
市
道
だ
が
、

雑
木
が
生
い
茂
り
、路
肩

側
が
通
行
で
き
な
い
。対

応
は
ど
う
す
る
。

技
監

　地
元
か
ら
要
望
が

出
て
い
る
。職
員
で
木
を

伐
採
し
た
。

防
災
行
政

質

　鴨
生
駅
公
園
横
の
東

屋
に
設
置
し
て
い
る
防
犯

灯
は
、深
夜
消
灯
し
て
い

る
。問
題
で
は
。

技
監

　公
園
内
の
街
灯
は
、

23
時
に
消
灯
し
て
い
る
。

地
元
か
ら
常
時
点
灯
の
要

望
が
あ
っ
た
の
で
、警
察

に
深
夜
巡
回
を
依
頼
し
た
。

質

　漆
生
橋
か
ら
黒
田
方

面
へ
道
路
を
拡
張
し
、歩

道
が
新
設
さ
れ
た
。こ
こ

に
は
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
が
。

課
長

　行
政
区
か
ら
要
請

が
あ
り
、今
後
協
議
す
る
。

特に若い女性が
戻ってこない要因は
根強いジェンダーギャップ
が存在するのではないか

問

答

投票日当日の投票時間の
２時間繰り上げは 

検討していく

問

答

自転車通学の
アンケート結果は

約55％の賛成要望があった

問

答

田中　義幸　議員田中　義幸　議員
選挙後説明会をするのか 

その通りだ

問

答

藤　伸一　議員藤　伸一　議員佐伯　憲子　議員佐伯　憲子　議員

質

　投
票
日
当
日
の
投
票

時
間
設
定
の
権
限
は
。

課
長

　市
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
の
権
限
で
あ

る
。

質

　投
票
時
間
の
繰
り
上

げ
を
実
施
し
て
い
る
県
内

の
自
治
体
は
。
　
　

課
長
　福
岡
市
・
北
九
州

市
の
２
区
と
４
市
10
町
２

村
の
計
18
市
区
町
村
で
実

施
し
て
い
る
。

質

　投
票
時
間
を
２
時
間

繰
り
上
げ
た
場
合
の
削
減

効
果
と
開
票
事
務
に
従
事

し
た
職
員
等
へ
の
効
果
は
。

課
長

　約
80
万
円
の
削
減

は
可
能
で
、職
員
の
翌
日

勤
務
に
お
け
る
疲
労
の
軽

減
に
も
つ
な
が
る
。

質

　①
令
和
７
年
７
月
20

日
の
参
議
院
選
挙
で
は
、

期
日
前
投
票
の
割
合
が

54
・
65
％
と
、年
々
増
加

し
て
い
る
。②
投
票
日
当

日
の
18
時
以
降
の
投
票
率

が
減
少
し
て
い
る
。③
市

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

の
権
限
で
繰
り
上
げ
す
る

こ
と
が
で
き
る
。以
上
３

つ
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、

経
費
の
削
減
や
投
票
事
務

に
従
事
す
る
職
員
の
負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
、投
票

日
の
投
票
時
間
の
２
時
間

繰
り
上
げ
を
実
施
し
て
も

ら
い
た
い
。

課
長

　県
内
自
治
体
の
動

向
な
ど
も
注
視
し
な
が

ら
、検
討
し
て
い
く
。

意
見

　あ
ら
ゆ
る
選
挙

は
、民
主
主
義
の
根
幹
で

あ
り
、将
来
的
に
投
票
率

低
下
を
ど
の
よ
う
に
抑
え

る
か
、ま
た
、投
票
管
理

に
要
す
る
負
担
や
コ
ス
ト

と
効
率
の
観
点
か
ら
も
、

時
間
の
短
縮
を
実
施
す
る

う
え
で
、市
民
の
意
向
調

査
の
実
施
を
要
望
す
る
。

※

他
に
児
童
虐
待
防
止
・

有
害
鳥
獣
対
策
・
電
子
投

票
の
導
入
を
質
問

※ジェンダーギャップとは、社会的・文化的につくられた格差
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令
和
８
年
４
月
����
日
に
、任
期
満
了
に
伴
う

市
長
選
挙
及
び
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

嘉
麻
市
の
将
来
を
決
め
る
大
事
な
選
挙
で
す
。

ぜ
ひ
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
広
報
編
集
特
別
委
員
会
も
新
メ
ン
バ
ー
に
変
わ
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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